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（
両
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

令 和 ２ 年

10月25日執行

岡山県選挙

管理委員会

（　　　　   　     ）

令和２年10月25日（日）
岡山県知事選挙投票日

投票時間　午前7時から午後8時まで
ただし、一部の地域で、この時間と異なる場合
もありますので、入場券でお確かめください。

（
こ
の
選
挙
公
報
は
、
候
補
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
製
版
の
上
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
）

岡山県知事選挙公報
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●生年月日：

　昭和41年（1966年）7月29日

●家族：

　妻と娘二人

●略歴：

　昭和54年（1979年）3月  岡山大学教育学部附属小学校卒業

　昭和57年（1982年）3月  岡山大学教育学部附属中学校卒業

　昭和60年（1985年）3月  岡山県立岡山大安寺高校卒業

　昭和60年（1985年）4月  東京大学理科一類入学

　　　　　　　　　　　   （1年間休学し、アメリカで語学研修）

　平成 2 年（1990年）3月  東京大学工学部卒業

　平成 2 年（1990年）4月  外資系経営コンサルティング会社入社

　平成 5 年（1993年）6月  同社退職

　平成 7 年（1995年）6月  スタンフォード・ビジネススクール修了

　　　　　　　　　　 　　MBA取得

　　　　　　　　　　 　　その後、約1年間、フランスで料理を学ぶ

　平成 8 年（1996年）5月  株式会社天満屋取締役就任

　平成10年（1998年）5月  株式会社天満屋代表取締役社長就任

　平成24年（2012年）5月  株式会社天満屋代表取締役社長退任

　平成24年（2012年）  11月 岡山県知事就任（11月12日）

　平成28年（2016年）  11月 岡山県知事再任（11月12日）

プロフィール

「生き活き岡山」
い　　　　　　 　 い 　　　　　　お　か　 　や　ま

５つの政策を実行し、 の実現を目指します。 ■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
外
来
の
設
置
　
■
P
C
R
等
の
検
査
体
制
の
強
化

■
入
院
病
床
・
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
な
ど
医
療
提
供
体
制
の
拡
充

■
雇
用
を
守
り
、
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
事
業
者
支
援
　
■
落
ち
込
ん
だ
観
光
需
要
等
の
回
復

新型コロナウイルス対策と豪雨災害からの復旧・復興に取り組み、

明るく元気な岡山県を取り戻します。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

■
子
ど
も
た
ち
の
学
力
が
伸
び
る
仕
組
み
づ
く
り
　
■
道
徳
教
育
を
核
と
し
た
規
範
意
識
の
確
立
と

子
ど
も
た
ち
の
体
力
の
向
上
　
■
不
登
校
等
を
生
ま
な
い
学
校
づ
く
り
と
非
行
防
止
対
策
の
推
進

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
と
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
対
策
の
推
進
　
■
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成

教
育
県
岡
山
を
復
活
さ
せ
ま
す
。

■
地
元
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
に
よ
る
地
域
産
業
の
振
興
　
■
生
産
・
雇
用
の
誘
発
効
果
が
期
待

で
き
る
企
業
の
誘
致
　
■
安
定
的
な
雇
用
の
拡
大
・
確
保
と
県
民
所
得
の
向
上
　
■
企
業
を
支
え
、

発
展
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保
と
還
流
・
定
着
支
援
　
■
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
働
き
方
の

推
進
　
■
滞
在
型
観
光
の
推
進
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
の
展
開
　
■
儲
か
る
農
林
水
産
業
の
加
速
化

産
業
を
振
興
し
て
、
岡
山
県
を
元
気
に
し
ま
す
。

■
若
い
世
代
の
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援

■
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
　
■
乳
幼
児
期
に
お
け
る
教
育
・
保
育
の
充
実

未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
次
世
代
の
県
民
を
応
援
し
ま
す
。

■
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備
と
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
　
■
互
い
に
助
け
合
う

地
域
の
防
災
力
の
充
実
強
化
　
■
犯
罪
抑
止
対
策
、交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進
　
■
多
様
な
主
体
の

活
躍
に
よ
る
持
続
可
能
な
中
山
間
地
域
等
の
形
成
促
進

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
県
民
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
暮
ら
し
や
す
さ
を
生
か
し
た
移
住
・
定
住
の
促
進
　
■
地
域
の
特
性
や
魅
力
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
支
援
　
■
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
　
■
首
都
圏
や
海
外
に

向
け
た
岡
山
の
魅
力
発
信

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
岡
山
県
を
創
り
ま
す
。

国
内
で
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
直
後
か
ら
、県
民
へ
の
呼
び
掛
け
や
ま
ん
延
防
止
対
策
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、感
染
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
な
く
、第
一
波
を
乗
り
切
り
ま
し
た
。ま
た
、社
会
経
済
活
動
を
維
持

す
る
た
め
、県
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、5
0
0
億
円
を
超
え
る
補
正
予
算

を
数
次
に
わ
た
っ
て
編
成
し
、大
き
な
影
響
を
受
け
た
事
業
者
等
に
対
す
る
各
種
の
支
援
策
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
感
染
者
数
や
重
症
例
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
、
医
療
提
供
体
制
の
拡
充
と
事
業
者
等
を

支
援
す
る
た
め
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
被
災
さ
れ
た
方
々
の
見
守
り
・
相
談
対
応
へ
の
支
援
　
■
被
災
し
た
河
川
や
道
路
な
ど
の
原
形
復
旧

■
再
度
災
害
防
止
・
軽
減
に
向
け
た
堤
防
嵩
上
げ
な
ど
の
河
川
改
良
復
旧
　

■
県
内
全
域
で
の
河
道
掘
削
、
樹
木
伐
採
に
よ
る
河
川
の
流
下
能
力
の
維
持
・
向
上

■
各
市
町
村
の
地
区
防
災
計
画
、
避
難
支
援
個
別
計
画
な
ど
の
作
成
支
援

発
災
直
後
、人
命
救
助
を
最
優
先
で
行
い
な
が
ら
、応
急
対
策
に
取
り
組
ん
だ
後
、復
旧
・
復
興
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
、被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
や
地
域
産
業
の
復
興
支
援
、公
共
施
設
の
復
旧
な
ど
に
力

を
注
い
で
き
ま
し
た
。仮
設
住
宅
の
入
居
者
は
ピ
ー
ク
時
の
約
2
割
と
な
り
、被
災
し
た
事
業
者
の
約
９

割
が
営
業
を
再
開
し
、県
管
理
の
河
川
、道
路
な
ど
の
原
形
復
旧
工
事
は
約
8
割
の
箇
所
で
完
了
し
て
い

ま
す
。被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、今
後
と
も
取

組
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、豪
雨
災
害
か
ら
得
た
教
訓
を
生
か
し
、県
内
全
域
で
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
、

よ
り
災
害
に
強
い
岡
山
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
　 

年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
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コロナ危機から

命とくらし、営業を守る

・「いつでも・誰でも・何度でも」ＰＣ

　Ｒ検査の抜本的拡充を

・保健所の機能と体制の拡充

・医療機関への財政支援含む直接支援

・小規模事業者等への直接的支援

・少人数学級（20人程度）の実施

・消費税減税を国に働きかける

今の県政、ここが問題

子ども医療費無料化年齢の拡大に

「優先度が違う」と背を向ける

　1400万円あれば、障害のある子ど

もの医療費を18歳まで無料にできる

のにやらない「冷たい県政」

学力偏重　競争と管理を強める教育

　小学校３年次から毎年県独自の学力

テストを実施し、コロナ禍の今年も実

施するなど、順位競争に拍車をかける

本当に困っている

中小事業者への支援は後回し

　新型コロナの影響を受けた事業者

への県独自の支援金も従業員21人以

上の事業者に限られる

無　所　属

日本共産党・

新社会党推せん

◇県の制度として、医療費は中学校卒業

まで無料に

◇認可保育所の新設・増設補助で待機児

ゼロ。保育士の給与への補助など処遇

の改善

◇「子どもの貧困」対策の拡充（子ども食

　堂、学習支援の活動へ財政支援など）

◇返さなくていい県独自の

　奨学金をつくる。奨学金

　返済の支援制度をつくる

◇正規雇用の拡大、最低賃

　金・時給1500円以上に。

賃上げのための中小企業支援

◇老人医療費、介護費の

負担軽減、特養、グル

ープホームなどの増設

◇障害者医療費（精神含

め）は原則無料

◇福祉事業所の経営改善支援

財源は、約7400億円の年間予算の一部を組

みかえれば十分できます

◇住宅・商店リフォーム助成制度をつくる

◇住民主体の自然エネルギー導入への支援。

地球温暖化防止にリーダーシップを発揮する

◇小規模事業者等の後継者確保、事業継

続への支援強化

◇公立夜間中学をつくる

ジェンダー平等の県政を
◆女性が活躍できる職場づくり、◆職場等

でのセクハラ、パワハラの根絶、◆「パー

トナーシップ条例」を制定するなど、性の

多様性を認めます。

豪雨災害の被災者支援に全力
　２千人もの方々が仮設住宅での暮らし。

医療費、介護費の自己負担減免制度の創設。

災害に強いまちづくり、被災者支援制度を

抜本的に拡充します。

避難所は国際基準に
　新型コロナ対策、避難者の尊厳ある生活

のため、スフィア基準（国際基準）の導入

をすすめます。

岡山から政治の流れを変えよう

　県知事選挙は、コロナ禍のもと、

感染拡大防止、医療・福祉に手厚い

県政をつくる生存権のかかった選挙

です。「県民に冷たい」県政から

「福祉の心」をもった県政への転換

をはかる選挙です。今の政治の流れ

を力を合わせてかえましょう。「市

民と野党の共闘」が発展

し、「政治は変えられる」

確信が広がっています。

ご一緒に、県民の願いに

寄り添う県政をつくって

いきましょう。 

１
９
６
２
年
、
奈
良
県
五
條
市
生
ま
れ
。
１
９
８
５
年
岡
山
理
科
大
学
卒
業
。
１
９
８

７
年
岡
山
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
１
９
９
３
年
岡
山
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単

位
取
得
。
学
生
時
代
か
ら
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
運
動
、
環
境
を
守
る
運
動
に

取
り
組
む
。
２
０
０
３
年
岡
山
県
議
会
議
員
当
選
（
４
期
）
。
家
族
は
妻
、
長
男
。

若

　者

地
域
経
済

子

育

て

高

齢

者

障

害

者

すぐにやります！　４つのくらし応援プラン

森脇ひさきブログ

Facebook

LINE



（２）

（
両
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

令和2年10月25日（日）

岡山県知事選挙

岡山県選挙管理委員会

── 投 票 時 間 ──

午前7時から午後8時まで

── 期日前投票ができる期間 ──

１０月9日（金）～１０月２4日（土）

（　　　　   　     ）
ただし、一部の地域で、この時間と異なる場合

もありますので、入場券でお確かめください。

※投票時間は、午前８時30分から午後８時まで

（期日前投票所によって異なる場合もあります。）

投票日に予定がある方は、期日前投票ができます。

新型コロナウイルス感染症対策について
　選挙管理委員会では、投票所内での感染防止に取り組んだ上で選挙を実施します。

　また、投票所の混雑緩和のため、期日前投票のご利用もお願いします。


